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○最近の道徳の流れ

○目指す道徳授業
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• 中学３年 ガイダンス「美咲の選択」
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最近の道徳教育の流れ
平成27年（2015年）3月 ・中教審答申で「道徳の特別教科化」

・「考え議論する道徳」へ転換

平成29年（2017年） ・新学習指導要領で「特別の教科 道徳」を明記
・評価は数値でなく記述式へ

平成30年（2018年） ・小学校で全面実施

平成31年（2019年） ・中学校で全面実施

令和元年（2019年） ・ギガ・スクール構想

令和2年（2020年） ・コロナ 緊急事態宣言 臨時一斉休校

令和3年（2021年） ・春 タブレット配布完了

令和７年（2025年） ・中教審 教育課程特別部会
論点整理（素案）
・生成ＡＩの活用

群大シンポジウム
Ｒ２「考え、議論する道徳授業」
Ｒ３「道徳授業の評価」
Ｒ４「道徳のＩＣＴ活用」
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目指す方向に

子ども達は

育ってきているのか？



今までの自分にとって、道徳というのは、最初は「守らなければいけないルール」というイメージが強かっ

た。小さいころは、道徳の授業で習うことや、大人から言われることを守っていればいいと思っていた。たと

えば、友だちに優しくする、順番を守る、ごみを捨てない、そういったことは「やらないと怒られるから」と

いう理由でしていた気がする。

しかし、小学校の高学年くらいから少しずつ考え方が変わってきた。友だちとけんかをしたり、部活で意見

が合わなかったりしたときに、「自分が正しいと思っていても、それを押し通すだけではうまくいかない」と

いうことに気づいた。相手の気持ちや立場を考えることで、初めてお互いに納得できることがあるとわかった。

道徳は、人と仲良くやっていくために必要なものなんだと思うようになった。

中学生や高校生になると、さらに視野が広がった。ニュースや社会の出来事を見る中で、道徳は単に「マ

ナー」や「ルール」だけの話じゃなく、もっと大きなものだと感じた。たとえば、環境問題や差別の問題、戦

争や平和のことも、結局は人と人との関わり方や思いやりが関わっている。自分一人の行動は小さいかもしれ

ないけれど、それが積み重なって社会をつくっているんだと考えるようになった。

振り返ってみると、昔は道徳を「誰かに教えられて守るもの」と思っていたけれど、今は「自分の中で考え

て選ぶもの」という感覚に変わってきた。もちろん、法律や学校のきまりも大事だけど、それだけでは人の気

持ちは動かないと思う。本当に大切なのは、自分で考えて納得して行動することだと思う。そのためには、相

手を理解しようとする気持ちや、違う考えを受け入れる柔らかさ、そして自分の行動がどういう結果を生むか

を考える責任感が必要だ。

これからも、道徳を「正解が一つだけあるもの」とは思わず、人や場面によって形を変えるものだと考えて

いきたい。でも、その中でも「人を大事にする」という根っこの部分だけは変えずに持ち続けたい。道徳は授

業だけで学ぶものではなく、毎日の生活の中で少しずつ身につけていくものだと、これまでの経験から感じて

いる。

ある大学生二年生の「道徳」についての振り返り から抜粋



あなたの学校では、

道徳の授業で

どのような力を

養っていますか？

子どもは
道徳をどのような教科だと

感じているのでしょうか。



令和3年度 文部科学省道徳教育実施状況調査

議論を深めたい

多面的、多角的
に考える

自我関与

吟味や構想の時
間確保

ＩＣＴ効果的な
活用



模擬授業の振り返り

子供の実態を捉える

揺さぶる

様々な思考ツールを活
用する
ＩＣＴの活用

自分事で考えさせる

本音を引き出させる

明確なゴール設定
ねらいの明確化

明確な指導観、一貫性ある指導観

道徳的諸価値の項目内容を明確に捉える

ぶれない問いかけ
中心発問・補助発問

思考を可視化する

役割演技・
動作化する

多様な考えを整理させる
共通、差異

子供の力で納得解を導き出す
自分の言葉でまとめさせる

多様な考えをもとに自分の考
えの深まりを実感させる

教師がしゃべりす
ぎない
子供の語らせる

安心感のある学級の雰囲気がある

心情曲線で考え、
思いの可視化

教材分析をもとに焦点化する

課題意識をもたせる

全体のタイムマネジメント

的確な指示

多様な考えを聞き合わせる

構造化された板書

整理された板書



子ども主体の
道徳授業をつくる

教師主体の
道徳授業をつくる

主役が子ども

課題意識を持った子ども

動く子ども

語り合いたい子ども

納得する子ども

・・・

主役が教師 教師のレール

課題意識を持った教師
課題意識を持たない子ども

言われて動く子ども
指名されて発言する子ども

発表する子ども

・・・



なぜ、「道徳」は教師主導の展開に
なってしまうのだろう？

教師が教えるものと
いう固定観念

子どもには無理という
意識

道徳に自信がない

教師がレール引いて
あげないとだめ

子どもには任せられ
ない

子どもだけでは深まら
ない

教科書の展開通りにやる（教
材研究ができない）（その場しのぎ）

活発に意
見が出た
だけで十
分だ

最後は教師
が念を押さ
なくてはだ
めだ

時間が十分
にとれない

目指す子どもの姿を持つ

内容項目の確認
資料分析、実態把握

個々を考えさせたい強
い思いをもつ

子どもに任せる部分を
明確にする（鍛える）

よく見る 問いかける

子どもから学
ぶ

紹介する

教えた方が楽

大事なことはしっかり確認する

学びと任せてできたことを振り返る

子どもを育てたか

「問い」をつくる

意
識
改
革

経験の積み上げ 子どもの意識改革



「問い」をつくる

教師の
「問い」

子どもがつくる
「問い」

教師と
子ども達の考えを
もとに「問い」

教師主導

教師サポート



子ども主体の問題解決的な道徳学習

道徳的諸価値に対する
自分の見方・考え方、
経験等の想起

教材との出合い

感想や疑問点、
論点等の共有

「問い」の決定

「問い」の解決に向
けての話し合い

交流・吟味

振り返り・まとめ

このことについて、自分はどう思い、
何を考えているのかを意識化
・驚き ・感動 ・疑問 ・不思議 ・葛藤・問題点
・強さ ・弱さ ・迷い ・納得 ・未来

本時で扱う道徳的諸価値に対しての意識化
・経験（うまくいったこと、行かなかったこと）
・そのときの感情

自分なりに問いを持って資料読み

「問い」を整理して解決する「問い」を決める

「問い」に対しての自分の「納得解」を決め、
よりよい生き方について、考えを深める。

「問い」解決するために、自分たちの「解」を磨
き上げる ・問題解決の手法の活用 ・形態 ・ｉｃｔ機器

それぞれの「解」に至った経緯や意味や価値を共
有する。・他者説明 ・コメント



朗読後、
課題の設定



授業のねらい

価値分析
子どもの
実態分析

教材分析

授業構想
・発問・問い返し
・主体的な取り組み（考え、議論する）

指導者の意図／思い

（考えさせたい)

価値観 生徒観

教材観

指導観

よりよい道徳授業をつくるために

学び（教師・子供）



ガ
イ
ダ
ン
ス
道
徳

「
美
咲
の
選
択
」

春
香
と
美
咲
、
あ
か
り
は
幼
な
じ
み
。
春
香
と
美
咲
は
同
じ
中
学
校

に
通
っ
て
い
る
が
、
あ
か
り
は
父
親
の
仕
事
の
都
合
で
、
こ
の
春
か

ら
県
外
の
中
学
校
へ
と
転
校
し
て
し
ま
っ
た
。

春
香
「
お
は
よ
う
！
」

あ
る
日
の
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
春
香
と
美
咲
は
二
人
並
ん
で
、
会

話
を
し
な
が
ら
登
校
し
て
い
た
。

春
香
「
と
う
と
う
ス
マ
ホ
買
っ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
！
そ
れ
で
早
速
、

昨
日
の
夜
、
ス
マ
ホ
で
あ
か
り
に
連
絡
を
取
っ
て
み
た
の
。
」

美
咲
「
あ
か
り
、
元
気
そ
う
だ
っ
た
？
」

春
香
「
そ
れ
が
・
・
・
・
・
・
、
あ
ま
り
新
し
い
学
校
に
な
じ
め
な

く
て
、
と
て
も
さ
び
し
そ
う
だ
っ
た
の
。
」

美
咲
「
あ
か
り
は
自
分
か
ら
話
す
の
は
苦
手
だ
か
ら
な
あ
。
」

春
香
「
だ
か
ら
、
は
る
か
を
励
ま
す
た
め
に
、
私
た
ち
の
写
真
を
送

ろ
う
と
思
う
の
！
」

美
咲
「
い
い
ね
、
送
ろ
う
よ
。
あ
か
り
絶
対
に
喜
ぶ
と
思
う
よ
！
」

春
香
「
じ
ゃ
あ
、
決
ま
り
ね
！
ど
う
せ
な
ら
2
年
の
時
の
仲
良
し
メ

ン
バ
ー
で
、
昼
休
み
に
と
ろ
う
と
思
っ
て
・
・
・
・
・
・
。
」

春
香
は
鞄
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
た
。
見
る
と
、
右
手
に
は
学
校
に

持
っ
て
く
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ホ
が
に
ぎ
り
し
め
ら
れ

て
い
る
。

美
咲
「
え
っ
！
今
日
の
昼
休
み
？
」

春
香
「
こ
う
い
う
の
は
早
い
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
！
ス
マ
ホ
だ
と

と
っ
た
後
、
す
ぐ
に
送
れ
る
し
。
あ
か
り
を
励
ま
さ
な
き
ゃ
！
」

美
咲
「
・
・
・
・
・
・
。
」

中
学
３
年
東
京
書
籍

ど
ん
な
問
い
が
あ
り
ま
す
か
？



一体、何が問題なのか
これから、どう
したらよいのか

自分が美咲なら
どうしますか
（行動選択） 美咲は何を悩ん

でいるのか

美咲は何も言えな
いのはどうしてか

美咲と春香の考
えの違いは何か

状況を考える未来を考える

あなたは
春香に何を言い
ますか
（発言内容）

考えられる発問

その理由は？



美咲の葛藤の構造

①【表層】行動としての迷い（目に見えるレベル）
○写真撮影に参加するか、断るかで迷っている春香に注意すべきか、見て見ぬふりをするか迷ってい
る
○自分も写った写真がルール違反になるかもしれないと不安

行動選択の葛藤「写真を撮ってあかりを喜ばせたいけど、ルール違反になるのはイヤだ」

②【中層】感情としての葛藤（心のレベル）
○春香をがっかりさせたくない（友情・気まずさへの不安）
○あかりを励ましたい気持ちは本当（共感・思いやり）
○校則違反に加担することへの罪悪感
○ルールを守らないことに違和感（正義感・モヤモヤ）
○自分だけ断る勇気がない（孤立の不安）

気持ちの葛藤
「みんなを思ってのことだけど、なんかスッキリしない」
「このままでいいのかなって心がざわざわする」

③【深層】価値観としての葛藤（道徳的なレベル）
○「友だちを思いやること」 vs 「社会のルールを守ること」
○「よい目的のためなら多少のルール違反もよいのか」 vs 「ルールには理由があり、守るべき」
○「自分の正しさを信じたい」 vs 「周囲に合わせた方が波風立たない」

道徳的価値の葛藤・よりよい生き方の葛藤
「正しいと思うことを言えないのは、自分らしくない」
「勇気を出して伝えるべきか、それとも黙っていた方がよいのか」



あなたが美咲なら

何と言いいますか。

それはどうしてで
すか

よい答え、悪い答えを考えてください。



○あかりを励ましたい
○すぐ対応したい

○携帯を買ってもらい、
使いたくてしょうがない
○写真を撮影して送れば
喜ぶはず

○屋上なら写真を撮って
おりことはばれるはずは
ないない
○１分もあれば大丈夫、
すぐ終わってしまう
○他の人はわからない

春香

○自分もあかりを励ましたい
○すぐ対応することはよいこと
だ
○すぐ対応することを同意して
しまった

○春香とあかりは携帯でつな
がっているんだ

○みんなの楽しいそうか顔を見
ると余計悲しくなるのではない
か

○みんなで屋上に行くと変に思
われる
○例え短い時間でも、見つかる
可能性は高い

○見つかったら携帯没収？連帯
責任
○保護者呼び出し
○迷惑がかかる

美咲（自分）
対応

○よくないことと否定できるか
○同意したことを覆す勇気があるか
○相手の考えを変えることができるか
○相手が納得してくれる理由がいえるか

○一人で決めている

あかり

○さみしい思い
をしている

よりよい対応は何か



よい

悪い

理由

理由



最もよい行動の特徴は何か？

最も悪い行動の特徴は何か？



よい言い方

写真送ることが励まし
になるかなぁ？電話し
ようよ

学校で決められてい
るから昼休みはやめ
ておこう

先生に怒られたくな
いから放課後公園で
取ろうよ

ビジュ整えて後でゆっ
くり写真撮りたいな、

撮りたい気持ちも分か
るけど帰ってからの方
がいいんじゃない？

先生に見つかったら
没収されちゃうから、
放課後にしようよ！
あかりも気づきやす

いと思うよ！

学校はスマホ禁止だ
から、今日の放課後
にみんなで集まろう

よ

また今度、電話す
ることにしようよ

家に帰ってから撮
ろうよ

学校終わってから
とったほうがみんな
楽しく写真取れると
思うな

学校終わってからとった
ほうがみんな楽しく写真
取れると思うな

学校はスマホ禁止や
から、学校終わって
からとろうよ

今じゃなくていい
んじゃない？

学校だからダメよ

お家に帰って撮ろ？

スマホなんか持って
くるなよなめんな

写真撮るのは大賛成だ
けど、他の場所がいい

んじゃない？

後でもっと時間が
あるときに撮ろう
よ

学校の中でとらな
いほうがいいん
じゃない？

「美咲の選択」各班のベスト１



美咲の選択

【よい言い方（ベスト1）の分類と特徴】



悪い言い方

みんなにスマホを自
慢したい気持ち隠れ
てない？

先生に言うから！！！ 調子乗ってるよね！ スマホ買ってもらっ
て調子乗ってんじゃ
ない？

スマホ買ったからって
舞い上がってない？

見つからないうち
に早く撮ろうよ

そもそもなんで写真
であかりを喜ばせる
ことができると思っ
たの 笑

ばれなきゃ犯罪
じゃないよ

さっさと撮っちゃ
おう

ばれないように撮
ろうね

今じゃなくて良く
ない？

何してんの・なに
それ

だめ

学校で撮らない方が良
いでしょ。

ふつーに考えて。

ばかか
スマホ取られても
私は知らないよ

スマホ持ったからって
調子乗ってんちゃうぞ

「美咲の選択」各班のワースト１



【悪い言い方（ワースト1）の分類と特徴】

攻撃的・責任逃れの姿勢



美咲と春香 役割演技をしてみよう



役割演技をしてみよう

・・・





＜春香のこと＞

・思いや意図

・納得できること

＜あかりのこと＞

・心の様子

・写真をもらったと
きの気持ち

＜未来・結果の予測＞
・何も言わないと
・屋上で写真を撮る
・誰かに見つかる
・先生に叱られる
・・・・・

＜自分の気持ち＞
・みんなが納得できること
・あかりへのよりよいメッセージ
を送りたい
・言いにくいことも言わなければ
ならない

遵法の精神、公徳心
自主・自律、自由と責任

友情・信頼
よりよい学校生活、集団生活の充実

よりよく生きる喜び

結果責任

転校した子への励まし
友達思いのよさ
衝動的
↓

熟考

よりよい行動
Ｗｉｎ，ｗｉｎ

ブレーキ

同意・同調
↓

吟味

＜相談＞
・仲間
・教師

大事にしたいことは何でしたか

みんなで



小学校4年「大きな絵はがき」

• この資料を基に、何を問いたいですか？

•授業の展開（導入、展開、終末）のポイントを
考えてください。

• 展開の中核となる「問い」を示してください。
その問いに対して、予想される話し合いを可視
化してください。



大
き
な
絵
は
が
き

広
子
が
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
本
を

読
み
始
め
よ
う
と
し
た
と
き
で
し
た
。
玄
関
の
方
か
ら

「
郵
便
で
す
。
料
金
不
足
お
願
い
で
き
ま
す
か
。
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
広
子
が
出
て
行
こ
う
と

す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
、
高
校
の
兄
が
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
「
百
二
十
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
五
十
八
円
不
足
で

す
。
」
郵
便
配
達
の
人
は
そ
う
言
っ
て
、
兄
に
一
枚
の
絵
は

が
き
を
渡
し
ま
し
た
。
兄
は
料
金
不
足
を
払
っ
て
受
け
取
り

ま
し
た
。
兄
は
、
そ
の
絵
は
が
き
を
広
子
に
渡
し
て
、

「
こ
ん
な
大
き
な
絵
は
が
き
は
、
料
金
を
調
べ
て
、
き
ち
ん
と

切
手
を
貼
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
よ
。
そ
の
人
は
、
広

子
の
友
達
だ
ろ
う
。
教
え
て
あ
げ
た
方
が
い
い
よ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

絵
は
が
き
は
、
九
月
の
初
め
に
転
校
し
て
い
っ
た
、
仲
良
し

の
正
子
か
ら
来
た
も
の
で
、
普
通
の
は
が
き
よ
り
ず
っ
と
大

き
い
絵
は
が
き
で
し
た
。
そ
れ
に
は
、
紅
葉
の
き
れ
い
な
高

原
の
中
を
、
ひ
と
筋
の
白
い
道
が
続
い
て
い
る
景
色
が
写
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
宛
名
の
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

「
広
子
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
私
は
こ
の
間
、
蓼
科
（
た
て

し
な
）
高
原
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
な
景
色

で
し
た
。
そ
れ
で
絵
は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。
来
年
の
夏

休
み
に
は
、
一
緒
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
さ
よ
な
ら
。
」

正
子
は
普
通
の
は
が
き
と
同
じ
に
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
左

上
に
は
、
六
十
二
円
の
切
手
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。



広
子
は
、
正
子
と
一
緒
に
高
原
へ
行
っ
て
み
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
返
事
を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
が
、
さ
っ
き
兄
の

言
っ

た
こ
と
が
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

正
子
が
、
せ
っ
か
く
き
れ
い
な
景
色
を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
送
っ
て

く
れ
た
の
に
、
切
手
が
不
足
で
し
た
な
ん
て
書
た
く
な
か
っ
た
の

で
す
。そ
ん
な
こ
と
を
書
い
た
ら
、正
子
は
き
っ
と
や
な
気
持
ち
に

な
る
、と
思
っ
た
の
で
す
。

母
に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。母
は
、

「
お
礼
だ
け
言
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。兄
が
、そ
ば
で

「
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
あ
げ
た
方
が
い
い
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。

広
子
は
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
部
屋
に
戻
っ
て
、
ど
ち
ら
に
し
よ

う
か
と
、一
人
で
考
え
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
う
ち
に
、友
達
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
こ
と
を
、懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
正
子
さ
ん
は
、
他
の
人
に
も
こ
の
大
き
な
絵
は
が
き
を
六
十
二

円
で
送
る
か
も
知
れ
な
い
。）

と
考
え
た
広
子
は
、
手
紙
の
最
後
に
、
百
二
十
円
の
切
手
を
貼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
書
き
足
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。（正

子
さ
ん
な
ら
、き
っ
と
わ
か
っ
て
く
れ
る
。）

そ
う
思
う
と
、急
に
気
持
ち
が
ス
ッ
キ
リ
し
て
、広
子
は
返
事
を

書
き
始
め
ま
し
た
。

新
し
い
道
徳

四
年

東
京
書
籍

※
現
在
は
が
き
八
十
五
円、
定
形
外
50
ｇ
ま
で
百
四
十
円



何を「問いたい」のか

いろいろと追究するストーリーがある。

バリエーションを広げていきましょう。



○ひろ子が「やっぱり知らせよう」と思ったのは、どんな
考えからでしょう。（光村）
〇ひろ子はどのように考えて正子に料金不足を伝えること
にしたのでしょう。（あかつき）

心情、考え、意味を問う発問 主として多面的な思考
互いの考えの違いが大切にされる「認め合い」の思考が多い

「どんな気持ちや考えだろう」
主人公の気持ちを問う

主人公の考えの中身を問う

Ａ【「共感的な」発問】

〇正子に料金不足のことを知らせるべきかどうか、ひ
ろ子が悩んだのはどうしてでしょうか。（あかつき）
○母と兄の意見を聞いたひろ子が迷っているのはどうして
でしょう。（光村）
〇ひろ子はお兄ちゃんとお母さんの考えを聞いてなぜ迷っ
てしまったのだろう（学研）

「なぜだろう、何だろう」
行為や内容の意味を問う

原因や理由を問う

Ｂ【「分析的な」発問】

○友達の間違いに気づいたときどうしていますか。（光村、日文）
〇これまでに友達だからこそ言ってあげたことや友達だからこそ言え
なかったことはありますか。その時はどのような気持ちでしたか。
（あかつき）
〇あなたがひろ子の立場だったらどうしますか。正子の気持ちを考え
て返事を書いてみましょう。（学研）
〇ひろ子は、どのような伝え方で料金不足のことを手紙に書けばよい
のでしょう。ひろ子になったつもりで正子に手紙を書いてみましょう。
（あかつき）
〇ひろ子は、どのようなことを考えながら手紙を書き始めたのでしょ
う（日文）

「自分ならどうするか、どう考えるか」
主人公に自己置換させて問う、迷いや葛藤の中で選択的に問う

【「投影的な」発問】

〇あなたが友達のためを思ってしたことは、どんなことが
ありますか。（光村）
〇ひろ子の決めたことについてどう思うかな（学研）
〇より良い友達関係をつくっていくには、どのような考え
方や気持ちが大切なのでしょうか。（あかつき）
〇友達と付き合っていくとき大切にしたいことは何だろう
（日文）
〇君が考えた友達を大切にすることを生活の中で生かそう
（光村）

「このことについてどう考えるか」
主人公や話に対する考えを問う、自身の考えや生き方を問う

【「批判的な」発問】

自分自身の気持ちや考えを問う発問 主として多角的な思考
意見の対立やジレンマ、選択肢が強調される「磨き合い」の思考が多い

「絵葉書と切手」
教科書会社の問い

主人公に
自分を重ねる発問
（物語的な思考）

主人公などを
客観的に見る発問
（科学的な思考）

学芸大学 永田茂雄作成
資料をもとに分類

方法、距離感

意
図
、
ね
ら
い



テーマ1：葛藤を乗り越えての自己決定

•導入
「誰かのことを思って、あえて何かをしなかったことはあるか？」

•展開
母の意見、兄の意見、自分の気持ち…という葛藤構造を見える化し

よう。

「友達なのに何で悩むのだろう？」

手紙に書くと決めた正子にインタビュー（ロールプレイ）
「どうして手紙を書くことにしたのかな？」

•まとめ
他者を思いやる気持ちと、自分で考えて決めることの両方の大切さ

を実感する。



料金不足の事実を伝えない 料金不足の事実を伝える

言いにくいことは言わなくてよい

お金のことで親友関係を
壊したくない

相手の絵はがきを送っ
た思いを大事にしたい

いつか自分の間違いに
気付くはずだ

同じ間違えを繰り返す
はずだ

相手はこれからも料金不足
送ってくるかもしれない

親友だからこそ言いにくいこ
とも言うべきだ

そんなことで友人関係
が壊れない

正しいことを伝えるのは義務だ

子どもはお金のことは
言わなくてもよい

子どもでもお金のことは
言わなくてはいけない

今回は特別のことだ

・・・・・ ・・・・・

母の思いや考え 兄の思いや考え

いい友達関
係でいてほ
しい

トラブルに
なってほし
くない

何が気になるのか
乗り越えるべきことは何か

何に悩んでいるのか 見える化



○ずいぶん迷っていたようだけど
何に悩んでいたのかな？

○手紙を書くことにした「決めて」
は何ですか？

○正子さんが傷つくことはどう思っ
ているの？

○手紙を書くときに、苦心したとこ
ろはどんなところですか。

○伝えられた正子さんのどんな姿を
イメージして書きましたか。

どうして手紙を書こうとしたかな



テーマ2：友を思う心と伝える勇気

•導入
「皆さんは、友達がちょっとしたミスをしたとき、どうしますか？」

友達のミスを指摘する？ 指摘しない？

•展開
広子の葛藤場面「どうするのが友達のためになるのか？」

正子の気持ち 指摘されたとき 指摘されないとき

広子の気持ち 指摘しないとき 指摘したとき

未来予想 よい予想 悪い予想

•まとめ
「友達を思うからこそ伝える勇気も必要」という価値に気づく。
実生活でどう活かせるかを考える。



【1】正直に伝える派
（正しさ・再発防止を重視）
・「正子さんがまた同じように切
手不足で送ってしまったら困るか
ら、やさしく教えてあげた方がい
い」
・「友達だからこそ、本当のこと
を言ってあげるのが大事」
・「知らないままだと損をするか
もしれないから、伝えるのが親
切」

【2】やさしく伝える工夫をする派
（思いやり・配慮を重視）
・「言い方をやわらかくして、
『今回はちょっとだけ切手が足り
なかったみたいだよ』って伝えた
らいい」
・「“次は120円貼ったよ”って、自
分のはがきを見せる形で間接的に
伝えるのもあり」
・「“また素敵なはがき送ってね”
と言って、次に注意してくれるよ
うに導く」

【3】伝えない派
（気持ちを傷つけないことを
最優先）
・「せっかくの気持ちを台な
しにしたくないから、わざわ
ざ言わなくていい」
・「正子さんはきっと一生懸
命選んで送ってくれたから、
悪い気にさせたくない」
・「たった58円だし、黙って
いてもいいと思う」

【4】誰かに相談する派
（第三者の視点を取り入れ
る）
・「先生やお母さんにどうす
るか聞いてから決めたい」
・「兄や友達に相談して、み
んなだったらどうするか知り
たい」

伝える 伝えない
迷う、
決めら
れない

結果を想定し
てみよう！



テーマ3：ルールと友情のバランス

•導入

「はがきのルール知っていますか、知らなかった経験はありますか？」

今のはがきの料金は？

•展開
焦点化 広子が“正しいこと”と“優しさ”の間で迷った上で手紙を書く場面

「書くと決めたのはなぜか」

「どんな考えで手紙を書いたのか」

「あなたならどう手紙を書きますか？」

班で手紙の文案を作る活動

•まとめ

「正しさ」と「思いやり」を両立させる方法を考えることの大切さを学ぶ。



「手紙に書こう」

今の状況についての感情

相手にいやなこと
を伝えたくない

勇気を出そう

近くなら会っ
ていろいろ話
せるのに

二人の関係を壊したくないな、負担をかけたくないな

勇気がだせない

いやなことはだれでも指
摘されたくないだろう

料金不足を
指摘された

気になることは言わない

伝えるタイミングを失う

このまま何もし
ないとすっきり

しない
もやもやが残る

何も言えない
自分になって

しまう

素直に感謝し
てくれるだろ

うか

正々堂々とし
た仲のよい友
達同士になる

同じ過ちをしない

手紙を書き、
料金不足を
伝える 黙っていたい

理想的な自分の姿 他者に見られる自分の姿

自分の行動の可能性

過去の経験 記憶と事実

未来の想定と予測
手紙を書か
かない
言わない

また同じように絵葉書
が送られてきてしまう

正しいことを
胸を張ってで
きる自分にな

れる

間違えはしっか
り伝えるのが義

務だ

避ける友達関
係

よい友達関係

何か言われない
かびくびくする
ことになる

正しいことな
のだから後悔

しない

分かってくれ
ない、嫌われ

る

手紙で文字としていやな
ことは書きたくないな

二人の良い思い出を
大切にしたい

仲の良い友達でいたい

ずっとい
い関係で
いたい

絵葉書の料金不足
を言ってくれた

離れてし
まって残
念だ

仲良しの友達
だった

分かってく
れる

今まで一度も嫌なことは言ったことがない

気まずい思いを乗り越えてやるべ
きことをする
やらない後悔→責任を持った行動

過ちを知ったら見て
見ぬふりをしない
規範意識 善悪の判断

まったく知ら
なかった

いちいち細かい
人だな、ケチな
人と思われる

母親に頼む、電話、メール・ライン・・・・・・

金を払えばい
いんでしょ

面倒だな

正しいことを伝
えたい

相手が分かってくれ
るだろうか 不安

分かってくれない 分かってくれる

相手を信じて正しいことを伝えたい
言えない弱い自分⇒信頼、強い自分 決断

考えを言い合える友達関係をつくろう
言えない友達関係→認め合える友達関係

「絵葉書と切手」友情・信頼

自分の心のきまり

健康的な自分の姿

ありがたい。今
後は確認しよう

いい友達だち
だな

過ちを繰り返させないように知らせるべきだ
黙認→正しい認識 明るい生活

また絵葉書を送ったらどうしよう

手紙を書くが
料金不足を伝

えない

言
え
な
い

いやな友達だな

自分が伝えるべきなのか

また同じ過ちを
繰り返す

また同じ過ちを
繰り返さない

伝えるのは自分しかいない 責任、使命、役割

疲れる、深く考えすぎない

いい友達だちだと
思わなくてもいい

もっと言い
にくくなる

親
密

疎
遠

表面的な友達
関係になる

兄
いいにくいこと
をよく言った

母
無理にいい関係
を壊さなくてい

いのに

今まで一度も嫌なことは言われたことがない

言いにくい



テーマ4：伝え方の工夫

•導入
「相手が気を悪くしないように伝えた経験、ありますか？」

•展開

• 広子がどう手紙に書こうか考えた心情を読み取り、

「どんな書き方なら正子が嫌な気持ちにならないか？」を考えさせる。

実際に手紙文のモデル作成も可能。

•まとめ
友達の心を大事にして、正しいことを相手に伝えことが大切だと気づく。



例1：やさしく注意を伝える手紙

正子さんへ

お手紙ありがとう。とてもきれいな高原の景色の絵はがき、うれしかったよ。今も机の

上にかざって見ています。

蓼科高原、すごく良いところなんだね。私もぜひ行ってみたくなったよ。来年の夏、

一緒に行けたらいいな。

それからひとつだけ気づいたことがあったので、伝えておくね。今回のはがきは少し大

きめだったから、普通の切手ではちょっと足りなかったみたい。たぶん、120円分の切

手が必要だったみたいだよ。

私も初めて知ったことだから、正子さんも知らなかったと思う。今度送るときの参考

にしてくれたらうれしいな。

また手紙書くね。元気でね。

広子より



例2：感謝の気持ちに重点を置く手紙＋追伸

正子さんへ

すてきな絵はがきをありがとう。きれいな景色の写真を見
て、とても気持ちが明るくなりました。
蓼科高原って本当にすてきな場所なんだね。いつか一緒

に行けたらいいなと、想像しながら読んでいたよ。

新しい学校にも、少しずつ慣れてきたかな？私は元気にし
ているよ。秋になって、少しずつ涼しくなってきたね。体
に気をつけてね。

またお手紙待ってます。

広子より

※連絡です。大きな絵はがきの料金は百二十円だそうです。
びっくりです。私も初めて知りました。



例3：ユーモアを交えてさりげなく伝える

正子さんへ

絵はがきありがとう！あの写真、ほんとうにすばらし
くて、思わず「行きた〜い！」って声に出してしまっ
たよ（笑）
紅葉の赤や黄色が、まるで夢の中の景色みたいだっ

たね。蓼科高原、いつか一緒に行けたらいいな。

そうそう、郵便やさんが「ちょっと大きいので切手が
もう少しいるんですよ〜」ってにこにこして届けてく
れたよ。調べてみたら、あのサイズだと120円が必要
なんだって！私も初めて知ったよ。郵便の料金の仕組
み学ぶことができました。

またお手紙楽しみにしてるよ！

広子より



テーマ5：本当の友情とは

•導入

•「本当の友達って、どんな関係だと思うか」
よい友達 ⇔ 悪い友達 対比

•展開
「正子のためになることって何か？」を話し合う

•まとめ
「言いにくいことでも伝え合える関係が、本当の友情なのかもしれない」



正子のためになることは何か
ミスに気づかせる（事実を伝える

ことで本人の学びになる）

• 「次から同じ失敗をしないよう
に、ちゃんと教えてあげた方が
いいと思う」

• 「正しい知識を知ることが、正
子のためになる」

• 「料金不足で届かなくなること
もあるから、今のうちに知って
もらうべき」

• 主に「成長・学び・責任
感」などを重視

やさしく伝える（伝え方に工夫
して、気持ちを傷つけない）
・「正子の気持ちを考えると、
ストレートには言わない方がい
い」
・「“今度からこれくらいの切手
が必要らしいよ〜”ってやんわり
伝えればいい」
・「がっかりさせないように、
やさしい言葉で教えるのが本当
の思いやり」

「人間関係・感情のケア・言
葉の選び方」を重

伝えないでおく（気持ちを
大切にしたい）
・「正子がせっかくの気持
ちで送ってくれたのに、そ
れを台無しにしたくない」
・「知らなくても別に困ら
ないし、わざわざ言わなく
ていい」
・「友達の気持ちを守るこ
とが、一番大事だと思う」

「感謝の気持ち・友達の
心を大切にする」優先

別の方法で伝える（間接的に
知らせる）
•「電話で話すついでにさりげ
なく言う」
•「自分が送るときに“切手は
120円にしたよ”って書いて気
づかせる」
•「郵便ルールのことを面白く
話して“豆知識”みたいにする」

「気づかせること」と「関
係をこわさないこと」を両立
したい

関係を大切にし続けること
（友情の継続）
・「返事を出すこと自体が正子
のため」
・「これからも手紙を送りあえ
る関係でいることが大事」
・「やさしい気持ちで受け取っ
て、ありがとうって伝えるだけ
でもいい」

「相手の存在を大切にす
る・友情を育てる」



「広子さん、なんで“伝えよう”って
思ったの？」

「正子がまたほかの人にも同じはがきを送ったら、
届かないかもしれないと思ったから」
「困ってほしくないから」
「本当の友達だったら、大事なことはちゃんと言
うべきだと思った」

「でも、伝えたら正子が傷つくかもし
れない…そのことはどう思ってる
の？」

「そこがすごく迷ったところ。でも正子なら、
きっとわかってくれると思う」
「少しだけ、いやな気持ちになるかもしれないけ
ど、ずっと言わないよりはいいかな」
「うーん…それでも、やさしい言い方なら大丈
夫って信じたい！」

「伝えるときに、気をつけたいことって
ある？」

「“失敗だったよ”って言わないで、“今度はこうした
方がいいかも！”って言い方にする」
「はがきをすごくうれしかったって先にちゃんと伝え
る」
「“私も知らなかったよ”って書けば、正子も安心する
かなって思った」

「返事を書いている今、どんな気持
ち？」

「ちょっとドキドキしてるけど、言えてよかったって
思う」
「やさしく伝えられたと思うし、きっと正子も大丈夫
だよね！」
「すっきりした！もやもやがなくなった！」



手紙を書いた夏休みに二人は
会うことができました。



【シーン：公園のベンチ】（広子が先に座っている。そこへ正子がやってくる）

正子：
「広子ー！ひさしぶり！元気だった？」 広子：

「正子！来てくれてうれしいよ。元気だった？」
正子：
「うん、元気だったよ！……そうだ、こないだ
の手紙、読んだよ。絵はがきのこと、教えてく
れてありがとう。」

広子：
「ううん……言おうか迷ったんだけど、また同じ
ように送って届かなくなったらって思って…。」正子：

「最初ちょっとドキッとしたけど、広子の書き方がやさ
しかったから、全然いやな気持ちにならなかったよ。」

広子：
「ほんとに？よかった…。正子がせっかく送って
くれたはがき、すごくきれいだったし、うれしか
ったから。」正子：

「ありがとう。今度はちゃんと120円の切手にす
るね。教えてくれて助かったよ。」

広子：
「えへへ、私も初めて知ったんだよ。友達って、
こうやっておしえあえるの、いいね。」正子：

「うん。じゃあ、今度は一緒に高原行こうね！」

広子：
「うん、ぜったい行こうね！」



テーマ6：問題解決・自己決定

• 導入 友達に嫌なことを伝えた経験があるか」

• 展開

「このような正子の状況のとき、あなたならど
う行動しますか。」

補助「友達としてよいのはどれですか」

補助「わかっているけどできないのはどうしてですか」

・終末

「あなたが大事にしたいことはどんなことですか」



①電話やSNSなどで直接やさしく伝える

• 内容：電話やSNS、メッセージアプリなどを使って、気軽に「今度送るとき
は120円だと届きやすいかも」と軽く伝える。

• 特徴：書き言葉よりやわらかく伝えやすく、誤解も少ない。タイムリーに伝
えられる。

②先生に相談する

• 内容：担任の先生など信頼できる大人に「どう伝えたらいいか」を相談し、アドバイス
をもらう。

• 特徴：第三者の視点を入れることで、より良い判断ができる。実際の子どもに多い行動。

③正子に直接会ったときに伝える（次の再会のときなど）

• 内容：次に会う機会（例：夏休みなど）を待って、そのときにさりげなく話す。

• 特徴：顔を見て話せるので誤解が起きにくく、関係も深まりやすい。

④今回は何も言わず、次に自分が送るときに注意をうながす

• 内容：今回はあえて何も伝えず、自分が出すはがきに「大きいはがきだから120円切手
を貼ったよ！」など一言添えて間接的に知らせる。

• 特徴：相手の気持ちに配慮しつつ、気づきをうながす方法。

どのような行動が考えられるのか



どんな対応があるのだろう

手紙を書く 手紙は出さない

もう何も考えない

〇どうしてよいかわ
からない
〇何も考えたくない

逃避、避ける

〇相手の反応を考え
たくないので何もし
ない 拒否、拒絶

料金不足を
伝える

〇定形外の絵葉
書に正しい切手
を貼って出す
〇絵葉書のお礼
と近況のみ知ら
せる

〇手紙・はがき
〇絵葉書のお礼
〇近況を知らせる
〇追伸で料金不足
の事実を書く

〇定形外の絵葉書
に正しい切手を
貼って出す
〇絵葉書のお礼
〇近況を知らせる
〇追伸で料金不足
の事実を書く

〇手紙・はがき
〇絵葉書のお礼
〇料金不足を書く
〇近況を知らせる

〇定形外の絵葉書
に正しい切手を
貼って出す
〇絵葉書のお礼
〇料金不足の事実
を書く
〇近況を知らせる

〇手紙・はがき
〇料金不足を書く
〇お礼と近況を知
らせる 〇定形外の絵葉書

に正しい切手を
貼って出す
〇料金不足の事実
を書く
〇お礼と近況を知
らせる

メール・ラ
インで書く

※料金不足の記述
〇今後の防止のた
め自分の判断で書
く
〇兄から言われた
ことにする
〇母と相談した結
果から書いた
〇不足金の要求？

〇さりげなくマー
クを使って伝える
(‘ω’)ノ注意でーす

電話で伝える
（ＺＯＯＭ）

〇自然な会話の中
でさりげなく伝え
る
〇実物に触れなが
ら 気づいたよう
に

〇手紙・は
がき
〇絵葉書の
お礼と近況
のみ知らせ
る

悩んでいる状況を母親か
ら相手の母親に伝えても
らう 電話、手紙、メール

（間接の対応）

相手に気づいてもらおう

〇定形外の絵
葉書に通常料
金で出す
〇絵葉書のお
礼と近況のみ
知らせる

料金不足を
伝えない

会ったときに
言う

相談する
親、友達、

ＳＮＳの友達、ＡＩ



切手
切手たらん
かったぞー

すまん！
かたじけない



道徳科の目指す方向をつかむ
＜何を目指すのか＞

自分の目指す
「考える、議論する道徳授業」
＜どのように学ぶのか＞

○ 価値項目の内容理解
○ 子どもの実態
○ 教材分析
○ 指導者の思い
○ 活動構想

子どもの学ぶ姿 評価
＜何ができるようになったか＞

＜子どもの鍛え＞

子どもの

考える力

議論する力

＜教師の鍛え・意識改革＞

教師の

考える力

議論する力

開かれた特色ある教育課程の編制・実施・評価

授業改善

授業実践

オープンマインド オープンマインド



おわりに

• いろいろなストリーがある。

前向きに道徳授業にチャレンジ！

• とことん考える交流の場をつくる！

• 子どもを信じて任せてみる！

• 子どもの心に火をともす！
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